のであった。 その 席で は、 まわりとの 関係で そのまま 

発展され ずに 終った が、 私の 心の中に 言葉 は活々 との 

こされた。 何故なら、 私 は 前に も 自分が 同じ こと を 従 

弟から きいた こと を 鮮明に 思い出し たから、 そして、 

探究心 を 刺戟され る こと を 感じた。 

日本の 若い 女の ひとの 間にある その 心 持と いうの は、 

本気 かしら。 本気なら ば、 何故 彼女た ちの 感情 はそう 

いう 形 を もって 女の 新しい 生活への 要求 を 表現す るの 

であろう か。 そこに は 様々 の ものが 錯綜して いる、 そ 

う 感じられ るので あ つ た。 

ロマン • 口 ー ラン は 有名な r ジ ヤン . クリストフ」 



ぶりが 違って いても やはり 日本の すべての 女の 感情が 

共に 鳴って いると 思われる からで ある。 

アンドレ ニン イド は、 ロマン. 口— ランと 大変ち が つ 

た 描きぶ りで 女 を 描写す る 作家で ある。 ロマン • 口 ー 

ランの 描く 女 は、 まざまざと 感覚に 迫る 肉体 を も つ て 

いる。 乱れたり、 調えられた りする 各々 の息づ かいと 

髪と を もってい るので あるが ジ イドの 作品の 中で、 女 

は 余り はっき リ体を 見せず、 多く 内的 過程に よって 描 

かれて いる。 二つの 作家 は、 二様の 美と、 卓抜 を 示し 

ている ので ある。 ジ イドの 描いた ジ ュネヴ イエ ヴ とい 

う 十八 歳の 娘 は、 (未完の 告白) 平 俗 偽善な 小市民 的 父 
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